
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

  

 

 

 

 

 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 記号 行動計画（取組む時期） 

凡 

例 
★ すぐに 

● ２～３年後 

■ ４年後以降 

ふれあいと 活力あふれる 鶴いこいの里 八代 

自然の恵みに感謝し、喜びを分かち合い、楽しく暮らす地域づくり 

自然を守り、 
資源を生かす、潤いのある 
地域づくり 

やすらぎを感じ、 
安心安全な暮らしのできる 
地域づくり 
 

ローカルな伝統文化を引き継ぎ、 
住み良さを発信する 
地域づくり 

ラ 代 

みんなで安心して暮らせる 
地域をつくろう！ 

★みんなでおもてなし上手になろう 
 
●八代の良さを生かした体験交流活動を始
めよう（自然体験や郷土料理体験など） 

 
●郷の駅を設置しよう（農産物の直売や農家
レストランなど食事を提供できる場の設
置） 

 
●史跡等の散策コースやジョギングコース
を開拓しよう（句碑、鶴の墓、烏帽子岳ウ
ッドパークほか） 

 
■修学旅行や体験学習の受入体制をすすめ
ていこう 

みんなが相互に助け合える 
地域をつくろう！ 

★みんなで「愛の一声運動」を展開しよう 
（地域の輪づくり） 

 
★八代小学校をみんなで支えていこう（八代
小学校ボランティア応援団） 

 
★高齢者や障害者の見守りができる仕組み
をつくろう（地域のネットワークづくり） 

 
★農作業の共同化や集落営農の仕組みをつ
くろう 

 
●ふれあい配食サービスを実施してみよう 
 
●移動スーパーや便利屋を立ち上げよう 

★生涯学習サークルに積極的に参加しよう
（高齢者の生きがいの場づくり） 
 
★若者が企画運営するコミュニティイベン
トを開催しよう 
 
★集落ごとに「いきいき健康サロン」を開催
しよう 

 
●草刈支援隊の輪を広げた取り組みをすす
めよう 

 

もっと多くの人が訪れ、 
賑やかな地域にしよう！ 

★地域の行事にみんなで参加しよう 
 
★自主防災組織を立ち上げよう 
 
●いざという時に備えて、防災マップをつく
ろう 

 
●持続可能な集落組織を構築していこう 
 
●通勤・通学、通院、買い物等の生活交通手
段をみんなで考えていこう 

地域のみんなが集える 
場をつくろう！ 

★鶴いこいの里交流センターや八代農産物
加工所を活用した憩いの場をつくろう 

 
★他地区の団体とのコラボによるコミュニ
ティ活動も展開してみよう 

★地域の人材を生かした新しい交流活動を
すすめよう 

 
★耕作放棄地や道路の沿線に花を植えて景
観を整備しよう 

 
●地元農産物の六次産業化をすすめよう（生
産から加工・販売・ブランド化まで） 

 
●八代の魅力を掘り起し、紹介する冊子やマ
ップをつくろう 

 
●地域の良さを実感できる観光案内看板を
設置しよう 

地域の資源や魅力を生かした 
ものづくりをしよう！ 

●八代出身者に行事等の案内や協力をお願
いしてみよう 

 
●他出した後継者にふるさとの良さを家
族・友人等を通じて呼び掛けよう 

 

ツルと共に楽しめる 
地域づくりをしよう！ 

●八代のシンボル「ナベヅル」のオリジナル
食品や商品を開発しよう 

 
■「長寿」、「縁起物」のシンボルとされてい
る鶴に因んだイベントやものづくりに取
り組もう 

 

出身者が帰って来やすい 
仕組みをつくろう！ 

八代を後世に残していく 
仕組みをつくろう！ 

★三世代交流等で八代の伝統文化・伝統芸能
や郷土料理等を継承しよう 

 
★八代の人材を掘り起し、仕事人マップや人
材マップを作成しよう 

 
★新規就農者を手助けする仕組みをつくろ
う 

★八代の里の案内人（空き家・農地・山林）
を設置しよう 

 
★八代の暮らしの楽しさを来訪者や出身者
に伝えよう（良さを発信する仕組みづく
り） 

 
●定期的に八代の情報紙を発行しよう 
 
●情報の発信の仕組みをつくろう（インター
ネットの活用） 

 
■情報を共有するために掲示板を設置しよ
う 

八代の良さを発信しよう 

活動の 
目  標 

活動の 
目  標 

活動の 
目  標 

活動の 
目  標 

活動の 
目  標 

活動の 
目  標 

活動の 
目  標 

活動の 
目  標 

活動の 
目  標 

活動の 
目  標 

計画期間 ： 平成２４～２８年度（５年間）   


